
JP 2015-502368 A5 2015.11.5

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2015-502368(P2015-502368A)
【公表日】平成27年1月22日(2015.1.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-005
【出願番号】特願2014-547553(P2014-547553)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/06     ＺＮＡ　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療を必要としている対象において網膜の障害または疾患を治療するのに使用するため
の医薬組成物であって、保存されたモチーフである（Ｒｅｓ１）－（Ｒｅｓ２）－（Ｒｅ
ｓ３）－（Ｒｅｓ４）－（Ｒｅｓ５）－（Ｒｅｓ６）－（Ｒｅｓ７）－（Ｒｅｓ８）を含
む化合物を含み、式中、
　Ｒｅｓ１－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、１２個未満の炭素を有する、ベ
ンジル、アルキル、アルキレン、アルケニル、アルキルアリールから選択される、疎水性
、非極性、および非イオン性の側鎖から選択される側鎖を有する、アミノ酸またはその模
倣体であり、
　Ｒｅｓ２－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、両親媒性側鎖、親水性側鎖、双
性イオン、グリシン（Ｇ）、リシン（Ｋ）、アルギニン（Ｒ）、グルタミン（Ｑ）、およ
びアスパラギン（Ｎ）である側鎖を有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ３－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、いかなる環も大きさが５員また
は６員であってもよいことを除き、５員未満の長さの側鎖、およびグリシン（Ｇ）、ヒス
チジン（Ｈ）、アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）、ロイシン（Ｌ）、アラニン（Ａ）を
有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
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　Ｒｅｓ４－は、１個から約１２個までの炭素を含む側鎖を有し、アミノ、ヒドロキシル
、アミド、カルボキシ、アリール、ヘテロアリールおよび天然に存在する２０種のアミノ
酸のうちのいずれかから選択される構成要素をその上に有する、５個以下の原子を有する
リンカーまたはアミノ酸、エーテル、エステル、ケトン、アルキル、アルキレン、アミド
のリンカーであり、
　Ｒｅｓ５－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、疎水性、非極性、非イオン性、
脂肪族の、側鎖から選択される側鎖、およびロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、バリ
ン（Ｖ）、アラニン（Ａ）、またはメチオニン（Ｍ）を有する、アミノ酸またはその模倣
体であり、
　Ｒｅｓ６－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、極性側鎖、またはアミノ酸のセ
リン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、アルギニン（Ｒ）、およびグルタミン酸（Ｅ）を有
する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ７－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、１個から約１２個までの炭素を
含む側鎖、ならびにアミノ、ヒドロキシル、アミド、カルボキシ、アリール、ヘテロアリ
ールおよび天然に存在する２０種のアミノ酸のうちのいずれかから選択される構成要素を
その上に有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ８－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、疎水性、非極性、および非イオ
ン性の側鎖、ならびにアミノ酸のアラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）
、バリン（Ｖ）を有し、Ｃ１からＣ１２のアルキル、アルキレン、およびアルケニルから
選択される側鎖を有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ５、Ｒｅｓ６、Ｒｅｓ７、およびＲ
ｅｓ８のそれぞれが、共有結合または非共有結合でそれぞれの隣接した残基に結合してお
り、前記化合物が、約３０未満の残基を有する、
医薬組成物。
【請求項２】
　Ｒｅｓ１－が、フェニルアラニン（Ｆ）、アラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イソロイ
シン（Ｉ）、およびバリン（Ｖ）から選択され、
　Ｒｅｓ２－が、グリシン（Ｇ）、リシン（Ｋ）、アルギニン（Ｒ）、グルタミン（Ｑ）
、およびアスパラギン（Ｎ）から選択され、
　Ｒｅｓ３が、グリシン（Ｇ）、ヒスチジン（Ｈ）、アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）
、ロイシン（Ｌ）、およびアラニン（Ａ）から選択され、
　Ｒｅｓ４－が、任意のアミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ５－が、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、バリン（Ｖ）、アラニン（Ａ）
、およびメチオニン（Ｍ）から選択され、
　Ｒｅｓ６－が、セリン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、アルギニン（Ｒ）、およびグル
タミン酸（Ｅ）から選択され、
　Ｒｅｓ７－が、任意のアミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ８－が、アラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、およびバリン
（Ｖ）から選択される、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　Ｒｅｓ１－が、フェニルアラニン（Ｆ）、アラニン（Ａ）、およびロイシン（Ｌ）から
選択され、
　Ｒｅｓ２－が、グリシン（Ｇ）およびリシン（Ｋ）から選択され、
　Ｒｅｓ３が、グリシン（Ｇ）、アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）、ロイシン（Ｌ）お
よびアラニン（Ａ）から選択され、
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　Ｒｅｓ４－が、天然アミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ５－が、ロイシン（Ｌ）およびメチオニン（Ｍ）から選択され、
　Ｒｅｓ６－が、セリン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、およびアルギニン（Ｒ）から選
択され、
　Ｒｅｓ７－が、天然アミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ８－が、ロイシン（Ｌ）およびイソロイシン（Ｉ）から選択される、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　Ｒｅｓ４－が、アルギニン（Ｒ）、リシン（Ｋ）、アラニン（Ａ）、およびロイシン（
Ｌ）から選択され、かつ／またはＲｅｓ７－が、アルギニン（Ｒ）、プロリン（Ｐ）、ヒ
スチジン（Ｈ）、およびアラニン（Ａ）から選択される、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記化合物が、ＦＧＧＲＭＤＲＩ；ＦＧＬＫＬＤＲＩ、ＡＧＡＡＬＳＰＬ、ＦＫＮＬＬ
ＤＨＬ、ＬＫＳＫＬＲＡＬ、ＦＧＫＲＭＤＲＩ、ＦＧＧＲＩＤＲＩ、ＡＧＡＡＬＳＰＬ、
またはＡＧＫＡＬＳＰＬを含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記化合物が、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４
、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、
２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４
１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４
、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、６７、
６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８
１、８２、８３、８４、８５、８６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、９４
、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、
１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１または１４２のアミノ酸残基を含み、
前記アミノ酸残基が、前記（Ｒｅｓ１）－（Ｒｅｓ２）－（Ｒｅｓ３）－（Ｒｅｓ４）－
（Ｒｅｓ５）－（Ｒｅｓ６）－（Ｒｅｓ７）－（Ｒｅｓ８）モチーフを含むか、または共
有結合もしくは非共有結合でＲｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ５、Ｒｅ
ｓ６、Ｒｅｓ７、もしくはＲｅｓ８部位のうちのいずれかに結合している、請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記化合物が、約１５０未満の残基を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記化合物が、約１４０未満の残基を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記化合物が、約１０から１５０の残基を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記化合物が、約１０から１２５の残基を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記化合物が、約１０から１００の残基を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記化合物のＲｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ５、Ｒｅｓ６、Ｒｅｓ
７、またはＲｅｓ８部位のうちのいずれかが、Ｌ－アミノ酸、Ｄ－アミノ酸、天然に存在
しないアミノ酸、またはアミノ酸の誘導体もしくは類似体である、請求項１に記載の医薬
組成物。
【請求項１３】
　前記網膜の障害または疾患が、黄斑変性、増殖糖尿病網膜症（ＰＤＲ）、網膜静脈閉塞
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症、未熟児網膜症、弾力線維性仮性黄色腫、視神経乳頭ドルーゼン、極度の近視、または
悪性近視性変性を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記黄斑変性が、「滲出型」加齢黄斑変性（ＡＭＤ）を含む、請求項１３に記載の医薬
組成物。
【請求項１５】
　前記網膜の障害または疾患が、前記網膜内への脈絡膜血管の伸長または増殖によって引
き起こされるまたはそれに関連する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記網膜の障害または疾患が、前記既存の網膜脈管系の伸長、または前記網膜内への脈
絡膜血管の増殖（脈絡膜血管新生；ＣＮＶ）によって引き起こされるまたはそれに関連す
る、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記網膜の障害または疾患が次第に悪化する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記網膜の障害または疾患が寛解傾向にある、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記化合物が、前記対象に局所的、局部的、または全身的に投与される、請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記化合物が、前記対象の眼または両眼に投与される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記化合物が、注射、注入、経口または外用によって投与される、請求項１に記載の医
薬組成物。
【請求項２２】
　前記化合物が、硝子体内注射を介して前記対象に投与される、請求項１に記載の医薬組
成物。
【請求項２３】
　前記治療が、前記網膜の障害もしくは疾患の１つもしくは複数の症状の重症度もしくは
期間を低減もしくは阻害する、または前記網膜の障害もしくは疾患の進行もしくは悪化を
低減もしくは阻害する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記治療が、前記対象の前記網膜内への脈絡膜血管の伸長または増殖を低減または阻害
する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記対象が、網膜障害の治療もしくは療法の候補である、それを受けている、またはそ
れを受けてきた、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　前記対象に血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）アンタゴニストまたは阻害剤を前記対象に投
与することをさらに含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　前記化合物が、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）アンタゴニストまたは阻害剤の投与の前
に、実質的にそれと同時に、それとの混合物として、またはその後に投与される、請求項
２６に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　前記対象が哺乳動物である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　前記対象がヒトである、請求項２８に記載の医薬組成物。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　特定の百分率の老化促進モデルマウス（ＳＡＭ）は、一生のうちの約１１ヶ月後に自発
的にＣＮＶならびに他のＡＭＤの発現を発達させる（Majji, A.B.、Cao, J.ら、Invest O
phthal Vis Sci；41:3936（2000）。ＮＰ化合物は、ＣＮＶを防ぐまたは後退させるため
に、これらの動物に投与することができる。代替的に、ＲＰＥ細胞は、それ自体で、ＶＥ
ＧＦを過剰発現させるように遺伝的に改変することができる。ラット眼内に網膜下で再導
入したときに、それらはＣＮＶを生産する（Spilsbury, K. Garrett, K.L.ら、Am J Path
ol；157:135(2000）。ここでも、ＮＰ化合物をこれらの動物に投与することができ、ＣＮ
Ｖの発生および残存に対するこれらの効果を決定することができる。
 
　本発明は以下の態様を包含し得る。
［１］　治療を必要としている対象において網膜の障害または疾患を治療する方法であっ
て、前記対象に化合物を投与することを含み、前記化合物が、保存されたモチーフである
（Ｒｅｓ１）－（Ｒｅｓ２）－（Ｒｅｓ３）－（Ｒｅｓ４）－（Ｒｅｓ５）－（Ｒｅｓ６
）－（Ｒｅｓ７）－（Ｒｅｓ８）を含み、式中、
　Ｒｅｓ１－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、１２個未満の炭素を有する、ベ
ンジル、アルキル、アルキレン、アルケニル、アルキルアリールから選択される、疎水性
、非極性、および非イオン性の側鎖から選択される側鎖を有する、アミノ酸またはその模
倣体であり、
　Ｒｅｓ２－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、両親媒性側鎖、親水性側鎖、双
性イオン、グリシン（Ｇ）、リシン（Ｋ）、アルギニン（Ｒ）、グルタミン（Ｑ）、およ
びアスパラギン（Ｎ）である側鎖を有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ３－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、いかなる環も大きさが５員また
は６員であってもよいことを除き、５員未満の長さの側鎖、およびグリシン（Ｇ）、ヒス
チジン（Ｈ）　アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）、ロイシン（Ｌ）、アラニン（Ａ）を
有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ４－は、１個から約１２個までの炭素を含む側鎖を有し、アミノ、ヒドロキシル
、アミド、カルボキシ、アリール、ヘテロアリールおよび天然に存在する２０種のアミノ
酸のうちのいずれかから選択される構成要素をその上に有する、５個以下の原子を有する
リンカーまたはアミノ酸、エーテル、エステル、ケトン、アルキル、アルキレン、アミド
のリンカーであり、
　Ｒｅｓ５－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、疎水性、非極性、非イオン性、
脂肪族の、側鎖から選択される側鎖、およびロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、バリ
ン（Ｖ）、アラニン（Ａ）、またはメチオニン（Ｍ）を有する、アミノ酸またはその模倣
体であり、
　Ｒｅｓ６－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、極性側鎖、またはアミノ酸のセ
リン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、アルギニン（Ｒ）、およびグルタミン酸（Ｅ）を有
する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ７－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、１個から約１２個までの炭素を
含む側鎖、ならびにアミノ、ヒドロキシル、アミド、カルボキシ、アリール、ヘテロアリ
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ールおよび天然に存在する２０種のアミノ酸のうちのいずれかから選択される構成要素を
その上に有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ８－は、主鎖が、５個以下の原子を有する、エーテル、エステル、ケトン、アル
キル、アルキレンまたはアミドのリンカーから選択され、疎水性、非極性、および非イオ
ン性の側鎖、ならびにアミノ酸のアラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）
、バリン（Ｖ）を有し、Ｃ１からＣ１２のアルキル、アルキレン、およびアルケニルから
選択される側鎖を有する、アミノ酸またはその模倣体であり、
　Ｒｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ５、Ｒｅｓ６、Ｒｅｓ７、およびＲ
ｅｓ８のそれぞれが、共有結合または非共有結合でそれぞれの隣接した残基に結合してお
り、前記化合物が、約３０未満の残基を有する、
方法。
［２］　Ｒｅｓ１－が、フェニルアラニン（Ｆ）、アラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イ
ソロイシン（Ｉ）、およびバリン（Ｖ）から選択され、
　Ｒｅｓ２－が、グリシン（Ｇ）、リシン（Ｋ）、アルギニン（Ｒ）、グルタミン（Ｑ）
、およびアスパラギン（Ｎ）から選択され、
　Ｒｅｓ３が、グリシン（Ｇ）、ヒスチジン（Ｈ）　アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）
、ロイシン（Ｌ）、およびアラニン（Ａ）から選択され、
　Ｒｅｓ４－が、任意のアミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ５－が、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、バリン（Ｖ）、アラニン（Ａ）
、およびメチオニン（Ｍ）から選択され、
　Ｒｅｓ６－が、セリン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、アルギニン（Ｒ）、およびグル
タミン酸（Ｅ）から選択され、
　Ｒｅｓ７－が、任意のアミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ８－が、アラニン（Ａ）、ロイシン（Ｌ）、イソロイシン（Ｉ）、およびバリン
（Ｖ）から選択される、
上記［１］に記載の方法。
［３］　Ｒｅｓ１－が、フェニルアラニン（Ｆ）、アラニン（Ａ）、およびロイシン（Ｌ
）から選択され、
　Ｒｅｓ２－が、グリシン（Ｇ）およびリシン（Ｋ）から選択され、
　Ｒｅｓ３が、グリシン（Ｇ）、アスパラギン（Ｎ）、セリン（Ｓ）、ロイシン（Ｌ）お
よびアラニン（Ａ）から選択され、
　Ｒｅｓ４－が、天然アミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ５－が、ロイシン（Ｌ）およびメチオニン（Ｍ）から選択され、
　Ｒｅｓ６－が、セリン（Ｓ）、アスパラギン酸（Ｄ）、およびアルギニン（Ｒ）から選
択され、
　Ｒｅｓ７－が、天然アミノ酸から選択され、
　Ｒｅｓ８－が、ロイシン（Ｌ）およびイソロイシン（Ｉ）から選択される、
上記［１］に記載の方法。
［４］　Ｒｅｓ４－が、アルギニン（Ｒ）、リシン（Ｋ）、アラニン（Ａ）、およびロイ
シン（Ｌ）から選択され、かつ／またはＲｅｓ７－が、アルギニン（Ｒ）、プロリン（Ｐ
）、ヒスチジン（Ｈ）、およびアラニン（Ａ）から選択される、上記［３］に記載の方法
。
［５］　前記化合物が、ＦＧＧＲＭＤＲＩ；ＦＧＬＫＬＤＲＩ、ＡＧＡＡＬＳＰＬ、ＦＫ
ＮＬＬＤＨＬ、ＬＫＳＫＬＲＡＬ、ＦＧＫＲＭＤＲＩ、ＦＧＧＲＩＤＲＩ、ＡＧＡＡＬＳ
ＰＬ、またはＡＧＫＡＬＳＰＬを含む、上記［１］に記載の方法。
［６］　前記化合物が、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３
、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、
２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４
０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３
、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、
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６７、６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８
０、８１、８２、８３、８４、８５６、８６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９
３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、
１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、
１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、
１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、
１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１または１４２のアミノ酸残基
を含み、前記アミノ酸残基が、前記（Ｒｅｓ１）－（Ｒｅｓ２）－（Ｒｅｓ３）－（Ｒｅ
ｓ４）－（Ｒｅｓ５）－（Ｒｅｓ６）－（Ｒｅｓ７）－（Ｒｅｓ８）モチーフを含むか、
または共有結合もしくは非共有結合でＲｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ
５、Ｒｅｓ６、Ｒｅｓ７、もしくはＲｅｓ８部位のうちのいずれかに結合している、上記
［１］に記載の方法。
［７］　前記化合物が、約１５０未満の残基を有する、上記［１］に記載の方法。
［８］　前記化合物が、約１４０未満の残基を有する、上記［１］に記載の方法。
［９］　前記化合物が、約１０から１５０の残基を有する、上記［１］に記載の方法。
［１０］　前記化合物が、約１０から１２５の残基を有する、上記［１］に記載の方法。
［１１］　前記化合物が、約１０から１００の残基を有する、上記［１］に記載の方法。
［１２］　前記化合物のＲｅｓ１、Ｒｅｓ２、Ｒｅｓ３、Ｒｅｓ４、Ｒｅｓ５、Ｒｅｓ６
、Ｒｅｓ７、またはＲｅｓ８部位のうちのいずれかが、Ｌ－アミノ酸、Ｄ－アミノ酸、天
然に存在しないアミノ酸、またはアミノ酸の誘導体もしくは類似体である、上記［１］に
記載の方法。
［１３］　前記網膜の障害または疾患が、黄斑変性、増殖糖尿病網膜症（ＰＤＲ）、網膜
静脈閉塞症、未熟児網膜症、弾力線維性仮性黄色腫、視神経乳頭ドルーゼン、極度の近視
、または悪性近視性変性を含む、上記［１］に記載の方法。
［１４］　前記黄斑変性が、「滲出型」加齢黄斑変性（ＡＭＤ）を含む、上記［１３］に
記載の方法。
［１５］　前記網膜の障害または疾患が、前記網膜内への脈絡膜血管の伸長または増殖に
よって引き起こされるまたはそれに関連する、上記［１］に記載の方法。
［１６］　前記網膜の障害または疾患が、前記既存の網膜脈管系の伸長、または前記網膜
内への脈絡膜血管の増殖（脈絡膜血管新生；ＣＮＶ）によって引き起こされるまたはそれ
に関連する、上記［１］に記載の方法。
［１７］　前記網膜の障害または疾患が次第に悪化する、上記［１］に記載の方法。
［１８］　前記網膜の障害または疾患が寛解傾向にある、上記［１］に記載の方法。
［１９］　前記化合物が、前記対象に局所的、局部的、または全身的に投与される、上記
［１］に記載の方法。
［２０］　前記化合物が、前記対象の眼または両眼に投与される、上記［１］に記載の方
法。
［２１］　前記化合物が、注射、注入、経口または外用によって投与される、上記［１］
に記載の方法。
［２２］　前記化合物が、硝子体内注射を介して前記対象に投与される、上記［１］に記
載の方法。
［２３］　前記治療が、前記網膜の障害もしくは疾患の１つもしくは複数の症状の重症度
もしくは期間を低減もしくは阻害する、または前記網膜の障害もしくは疾患の進行もしく
は悪化を低減もしくは阻害する、上記［１］に記載の方法。
［２４］　前記治療が、前記対象の前記網膜内への脈絡膜血管の伸長または増殖を低減ま
たは阻害する、上記［１］に記載の方法。
［２５］　前記対象が、網膜障害の治療もしくは療法の候補である、それを受けている、
またはそれを受けてきた、上記［１］に記載の方法。
［２６］　前記対象に血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）アンタゴニストまたは阻害剤を前記
対象に投与することをさらに含む、上記［１］に記載の方法。



(8) JP 2015-502368 A5 2015.11.5

［２７］　前記化合物が、血管内皮増殖因子（ＶＥＧＦ）アンタゴニストまたは阻害剤の
投与の前に、実質的にそれと同時に、それとの混合物として、またはその後に投与される
、上記［２６］に記載の方法。
［２８］　前記対象が哺乳動物である、上記［１］に記載の方法。
［２９］　前記対象がヒトである、上記［２８］に記載の方法。
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